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新
年
を
迎
え
、
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

世
界
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国(

北

朝
鮮)

の
核
、
繰
り
返
さ
れ
る
ミ
サ
イ
ル
実
験
と

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
爆
発
的
普
及
が
重
な
り
、

３
大
核
大
国
、
米
国
・
露
国
・
中
国
の
対
立
が

激
化
、
国
際
分
業
が
軋
み
、
朝
鮮
半
島
と
日
本

列
島
は
大
転
換
期
に
入
り
ま
し
た
。宍道

湖
・
中

海
圏
に
位
置
し
、

東
洋
の
ベ
ニ
ス
と

呼
ば
れ
る
松
江

市
に
は
、
完
成
間

近
の
世
界
最
新

鋭
日
本
最
大
の

島
根
原
発
３
号

機
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
急
速
な
人

口
減
少
、
い
じ
め

件
数
過
去
最
多
・
校
内
で
の
暴
力
行
為
発
生
率

３
年
連
続
日
本
一
等
々
の
難
問
が
山
積
し
、
2

月
22
日
を
『
竹
島
の
日
』
と
定
め
た
島
根
県
を

世
界
が
注
目
し
て
い
ま
す
。

独
立
運
動
家
の
安
重
根
氏
の
遺
墨
「
獨
立
の

書
」
を
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
・
韓

国
・
日
本
で
、
持
ち
回
り
に
し
、
そ
の
調
印
式

を
竹
島
で
行
う
こ
と
を
、
昨
年
、
龍
谷
大
学
日

韓
会
議
で
提
案
。

ズ
ッ
ト
ナ
ー
（
女
性
初
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
者
）
像
５
体
を
、
広
島
・
長
崎
・
板
門
店
・

ウ
ィ
ー
ン
・
ハ
ー
グ
平
和
宮
に
同
時
建
立
。

中
国
か
ら
発
表
さ
れ
た
「
一
帯
一
路
」
と
、

世
界
の
平
和
・
環
境
活
動
を
追
い
風
に
、
島

根
、
鳥
取
か
ら
、
イ
マ
ジ
ン
ピ
ー
ス
タ
ワ
ー
を

起
源
と
す
る
沖
縄
の
「
平
和
の
光
柱
」
、
２
０

０
９
年
北
京
で
発
表
し
た
国
民
国
連
構
想
を
発

展
さ
せ
「
対
立
か
ら
共
生
の
文
化
へ
」
の
流
れ

が
始
ま
る
こ
と
を
念
じ
て
い
ま
す
。

人
間
自
然
科
学
研
究
所
の
活
動
を
支
え
た
、

Ｃ
Ｏ２
削
減
、
空
間
価
値
を
創
造
す
る
シ
ー
ト

シ
ャ
ッ
タ
ー
『
ｈａｐ
ｐ
ｙ
ｇ
ａ
ｔｅ
門
番
』、
民

民
公
連
携
を
提
唱
す
る
ク
ラ
ウ
ド
の
先
駆
け
、

総
合
水
管
理
シ
ス
テ
ム
『
や
く
も
水
神
』
を
悠

久
の
ブ
ラ
ン
ド
と
す
べ
く
、
新
た
な
出
会
い
を

待
っ
て
い
ま
す
。
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